
のは容易ではない。IDEOのオフィ
スは非常に異質なため、さまざま
な興味をそそる。それは、IDEOと
いうブランドの市場認知に大いに
貢献していると同時に、企業の成
功にとって必要不可欠な、才能あ
ふれる優秀な人材を集める点にも
寄与している。

実務の現場では、そこで働く才
能溢れる人々は、オフィス空間に
刺激されアイデアの共有や意見交
換を自由かつ頻繁に行う。スペー
スはフレキシブルで、グレードの
高い従来型オフィス環境よりもコ
ストはかからない。ブランド価値
を高める投資効果を考慮すれば、
お釣りがくるかもしれない。彼ら
のお気に入りのオフィスツールは、
畳一帖ほどの大きさのどこにでも
持ち運びできるボードだ。オフィス
の一角に大量に準備されており、

社会的価値観とオフィス環境

我々が「ユニバーサルプラン」
（規格サイズの統一）の利点に気づ
く遥か以前から、スウェーデンで
は、すべての従業員に同一サイズ
のオフィスを提供してきた。スウ
ェーデンの人々がこれを行ったの
は、自由に開放できる窓から自然
光の射し込む美しくデザインされ
た家具のあるオフィスでは生産性
が数パーセント上昇するという研
究結果が動機になっているわけで
はない。環境のいかなる側面も直
截な有効性や効率性によって正当
化されなければならないという考
えではなく、スウェーデンの人々
は美しく快適なオフィスを提供す
ることは、労働者の尊厳を重んじ
るという社会的価値観に照らして
正しいからこそ、平等な環境をす
べての従業員に実現させたのだ。

我々は、スペースの有効活用と
いう理由で彼らのユニバーサルプ
ランを採用したが、スウェーデン
のオフィスには、それ以外にもさ
まざまな効用がある。同一寸法の
オフィスはレイアウト変更の際に
壁やパネルを移動することなく容
易に人々を移動させることができ、
経年の改修コストを削減する。小
さくても統一されたサイズのオフ
ィスは職場の地位で割り当てスペ

ワークプレイスソリューションの
相乗効果を生み出すために

高いパフォーマンスを示すワー
クプレイス戦略は、同時にさまざ
まなレベルに成功をもたらす。そ
れらは、以下に挙げるように多岐
に渡る。こうした効果を発揮する

これを壁に立てかけてアイデアを
書き込んだり、ポストイットを貼
ったりしてディスカッションした
形跡があちこちで見られる。それ
らはグループ間のアナログな情報
共有ツールとしても機能している
ように見える。デザイン、企業価
値、業務プロセス、マーケティン
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グ、学習などが相乗的に進化し、
調和的に機能している。ＩＤＥＯの
リーダー達は、部分ではなくエコ
システムの全体がいかに機能する
かに注目することによりワークプ
レイスのあらゆる側面を有効活用
している。

コンサルティングの現場から

ースを変えるアプローチよりも組
織のあらゆる階層に均等にスペー
スを配分することができる。地位
で割り当てる方式だと４割の従業
員が６割のスペースを占有すると
いう結果に陥りやすい。さらに、ユ
ニバーサルプランの平等主義的ア
プローチは、会社が単に地位の高い
マネージャーだけでなく、全ての
社員を価値ある存在と認めている
という環境的メッセージを発信す
るというボーナスもついてくる。

エコシステムの創造

美しく機能的でコスト効率も良
いオフィスを実現する上での課題
は、個人からチーム、そして会社
全体にわたるさまさまなレベルで
機能するワークプレイスのエコシ
ステムを創造することである。前
例のない卓越した商品開発で有名
なＩＤＥＯのオフィスはまさにその
好例だ。（写真１～５）

私が初めてIDEOのオフィスを
訪問した時、入口の扉を開けた瞬間
から社員同士の会話の声が幾重に
も重なってオフィス全体に反響す
る喧噪に驚かされた。それは、ま
るで小学校の遊び時間のようだっ
た。創造的思考には遊びが非常に
重要なのだ。ひとつの考えかたに
捕らわれると、そこから抜け出す

第4回［高いパフォーマンスを生むワークプレイス戦略］

ワークプレイスワークプレイス
連載

写真１：IDEO執務エリア／フリップチャー
トやボードが多用されている

写真２：IDEO執務エリア／プロジェクトご
とのプライバシーとオープンな雰囲気が共
存している

写真３：自転車のワイヤーラック

写真４：集中個室／内装は吸音パネル

写真５：IDEOリフレッシュエリア／サンフ
ランシスコベイの風景が開放感を生み出す

写真１.

写真２.

写真５.

写真３.

写真４.
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我々は選択の可能性を見渡す時、
見かけ上極端に対立するものの間
でどちらか一方を選ぶ必要はない
のだ。分散化と集中化、画一化と
多様な選択、個人とチームなどに
関して、両者を受け入れることで
パフォーマンスを向上させるべき
だ。オフィスレイアウトを例にと
れば、企業全体で単一モジュール
の家具を集中購買することにより
大きなディスカウントを得られる
と同時に、企業内の全事業部門、
さらには各事業部門のチームやグ
ループにおいてそれぞれのワーク
スタイルやワークプロセスに合わ
せた家具配置を実現することが可
能なのだ。

ここで重要な第一の点は、社員
が本当に簡便に組み合わせと配置
を変えられる家具システムを選ぶ
ことである。また、同様に重要な
第二の点は、マネージャーが社員
に自分たちの職場環境の改善を奨
励することである。それは、会社
が社員に対し、信頼と、生産的な
職場のための援助を最も直接的か
つ目に見えるかたちで示すことの
できる手段だ。

場所に、ひまわりを日陰に、バラを
沼地に植えたりはしない。彼らは、
与えられた庭の中でそれぞれの品
種が生き生きする場所を見つける
のだ。庭師は自然がもたらす広範
囲な可能性を追求することで、時
間の経過とともにより良い庭へと
成長するような、多様で健康的かつ
持続可能な植物のコミュニティー
を創造する。（写真６）

良い庭師は常に実験をくりかえ
す。彼らは、さまざまな組み合わ
せの植物を、種々の場所に植えて
結果を観察し、うまく行かなかっ
た場合には、再度植えたり、組み
合わせを変えたり、場所を変えた
りする。新種を開発するための接
木も行う。古いものが新しいもの
と同居することで、個々の植物で
はなく、全体の景観におけるトー
タルな効果を生み出すのだ。良い
オフィスは、良い庭と同様、気配
りが必要である。放任状態では種
がばらまかれ、育ち過ぎ、やがて
枯れる運命だ。

オフィスはどのようにして実現す
るのだろうか。
・コスト
・フレキシビリティー
・ブランディング
・優秀な人材のリクルーティン
グと定着

・チームワークとコラボレーション
それぞれの成功が相乗効果を発揮
するには、より高い次元の理念が
必要になる。スウェーデンのオフ
ィスでは社会的価値観がそれに相
当する。企業で言えば組織文化に
なるだろう。理念をもとに多様な
要素を有機的にとりまとめる行為
は、組織のエコロジーを適正化す
ることでシナジーを生み出すこと
である。

組織を活性化する

組織のエコロジーを適正にする
ことは庭園を計画することに似て
いる。庭師はうまく行くことを期
待して、つつじを日当たりのいい

究極的に我々のつくり上げるオ
フィスは、関係性や出来事の込み
入った網目によって形成されてい
る。そこでは、個人、職種、企業、
社会それぞれの価値観によって財
務、技術、人間関係といった要素
の多様な解釈が展開される。きち
んと整理され調和がもたらされれ
ば、組織は、庭と同様に栄光を勝
ち得る。組織の価値観やポリシー
およびその実践と相容れないワー
クプレイス戦略は時間とお金とエ
ネルギーの無駄遣いだ。うまく行
く方法は、必ずしも常識にかなう
とは限らない。

エコシステムのベンチマーク

ワークプレイスの戦略がうまく
行くかどうかは例外なく組織的背
景に依存している。従って、マネー
ジャーがワークプレイスの戦略を
たてるとき、よく使われるベンチ
マーキングの手法を用いるのは危
険である。先を行く他社の真似を
することは混乱を招くからだ。他
社の経験から何も学ぶなと言って
いるわけではない。むしろ、その
戦略が成功した陰には特別なエコ
システムが存在していることを理
解する必要があるということだ。

ワークプレイスの場合には、単に
ワークステーションのデザインを
理解するだけでなく、組織文化、
マネージメント、雇用のポリシー
とその実践、業務特性や社員の資
質なども考慮すべきなのだ。つま
り、注目している他社が何をして
いるかを学ぶ際に、その会社独自
のポリシーやその実践の背景にあ
るものを理解しなくてはならない。
例えば、以下の諸点を考慮すること
が組織についての理解を深める。
・組織文化
・社員の年齢構成
・技術的に洗練されている度合い
・どのような規制、ルールが存在
するか

・市場動向
・業務オペレーション上の制約条件

これらは、コンサルティングの
現場では、インタビューやさまざ
まな集計ツールを用いることで、
次第に明らかになるが、企業の独
自性を見極めるスタンダードな方
法論は存在せず、それぞれの組織
についてのデータの集積と洞察か
ら導くしかない。

矛盾を許容する

複雑さを無視したり抑圧したり
するよりも遥かに生産的なアプロ
ーチは、「あれかこれか」ではなく、
「あれもこれも」という考え方お
よび解決策である。このアプロー
チは、「相互補完的な対極性」とも
言うべき中国の陰陽の考え方に通
じる。（図表１）

我々は、「あれかこれか」という
見地で意思決定した方がものごとを
複雑にしないと思いがちだ。過剰な
ノルマと少ないリソースで働かされ
るビジネスの世界で、日々の仕事を
さらに複雑にするような提案が多く
の賛同を得られる訳がない。しかし、
単純化は時として多様性と選択の幅
を伴い、またそれらに支えられるの
だという相互補完のバランスを追求
する考え方の方がより効果的なオフ
ィス環境を生み出すことに通じる。
矛盾を許容することはそれを無視し
たり抑制したりするよりも労力を必
要とせず、さらなるモチベーション
にもつながるからだ。健康的なエコ
システムは多様性を必要とし、多様
性によって繁栄する。ワークプレイ
スを財務上のポートフォリオと見な
してもらいたい。「全ての卵をひと
つの籠に入れてはならない」という
投資アドバイスはワークプレイス戦
略にとっても有効なのだ。
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100件以上の外資系および日本企業のオフ
ィス企画、インテリア設計に従事した経験と
世界的建築家シーザー・ペリやレンゾ・ピ
アノとのプロジェクト経験を合わせ持つ。
綿密なサーベイに基づくプログラミングと
デザインに対する深い洞察を含むワークプ
レイスコンサルティングにより企業に変革
をもたらすオフィスづくりを提唱している。

写真６.

写真６：オフィスをガーデニングの発想で
考察する。生成発展するエコシステムをデ
ザインする

図表１：
相互補完的対極性を示す陰陽図／バランスが重要


